
１ 議  事 

・報 告 

（１）地域密着型サービス事業所の指定状況等について 

・議 事 

（１）地域密着型サービス事業所の新規指定について 

（２）定期巡回・随時対応型訪問介護看護の公募の検討について 

２ 開催日時 

平成２５年７月２６日（金）１８：３０～２０：００  

３ 開催場所 

本庁舎８階 ８２会議室 

４ 出席者名 

構成員  中野分科会長、中村副分科会長、財津構成員、野村構成員、丸林構成員 

事務局  介護保険・健康づくり担当部長、介護保険課長、介護サービス担当課長 

     ほか５名 

５ 会議の非公開理由 

会は、不開示情報 (北九州市情報公開条例第７条)に該当する事項について意見交換す

るため、非公開とする。 

６ 会議の内容 

議事１ 地域密着型サービス事業所の新規指定について 

（１）事務局説明 

  ・ 小規模多機能型居宅介護２事業所について説明。 

（２）主な構成員意見 

   ・ 周囲が坂に囲まれている事業所については、利用者の安全確保に努めてほしい。 

・ 事業所概要に記載されていることを実践し、介護サービスの質の確保に継続的に

努めてほしい。 

構成員から意見を伺った結果、２事業所については新規指定に適しているとして、検討

結果及び付帯意見等についての分科会の意見をとりまとめた。 
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 議事２ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護の公募の検討について 

（１）事務局説明 

・ 今回の公募は募集１件に対し、１件の応募があり、基本項目の審査結果はいずれ

も「適」。 

・ 公募の選定ルール、応募法人の提案概要及び事業者ヒアリングの結果について説

明。 

（２）応募法人の提案の評価に対する分科会での主な意見 

・ 「事業所の基本方針」では、病院から在宅への移行（退院）支援、終末期におい

ても住み慣れた地域・居宅で利用者の生活支援に可能な限り貢献するなど、事業

の特性を踏まえた具体的な方針が提案されている。 

・ 「定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所としての創意工夫や取組みの特徴」

では、連携先の訪問看護ステーションをはじめ、系列法人の救急医療機関やリハ

ビリテーション病院と、日常的な連携が図りやすい環境にあることを活かし、必

要な医療・介護を適切に提供していく方策などが提案されており、評価できる。 

（３）検討の結果 

   法人から提出された提案書等の内容について意見交換を行った結果、(福)ライフ北

九州については選定に適しているとして、付帯意見を含めた分科会意見をとりまとめ、

会議を終了した。 


